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９月２３日（日）関東トレセンリーグ  第１節 

  ＶＳ 群馬県トレセンＵー１５    （１ー４） 

                       試合への入り方の工夫 

 

                大畑 

 

  森          茂呂           阿久津 

 

             釜井     渡邊 

 

 高塚       ｷｮｰﾜﾝ     大出       佐藤 

 

 

                  岡本 

 

・リスクをかけないで中盤でのセカンドボ

 ールをマイボールに 

・サイドバックに逃げたらターゲットに入

 れる 

・前半中盤以降はマイボールを大切に失わ

 ないようポゼッション 

 

 前半 ３０分 失点 

 相手ドリブルに対応できずズルズルＤＦ

がひいてしまい相手右МＦ⑭に左サイド

バック対応できず、シュートも狙いすまさ

れ決められる 

後半１０分失点 

    左МＦ～センターバック前バイタルとられ、相手ＦW の離れる動きにセンター対応 

できず失点 

後半２０分失点 

    バイタルからダイアゴナルで斜めに走った相手⑩にパス、スピードにのってシュート

後半３０分失点 

    前を向いたスピードにのった相手にセンターバックが突っ込んでしまい抜かれてシュ 

 ート 

・中盤での守備が甘い:セカンドボールの処理も甘い  ハードワークしていない  切り  

替えが遅い  奪う狙いどころがはっきりしていない 

・中盤での守備が甘いためＤＦラインが下がってしまい、バイタルが開いてしまう。よっ 

て栃木ＤＦと相手ＦW との勝負の場面が多くみられる。 

・ベンチの意図としたサッカーができていない 

  （メンタリティー、再選考も含めて考えなければならない） 

・ボランチの攻守にわたっての貢献度が低い 

茂呂・磯島は攻撃・守備に献身的に関わり良いパフォーマンスをした。 

 全体的なチームとしての一体感がなく各ポジションで個々でバラバラにプレーしてい

た。選手選考とチームコンセプト、やるべきことを明確にし選手におろし、トレーニング

しチームのゲーム経験を多く積ませないと栃木県は勝てないと思います。 
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          関東トレセン交流戦Ｕー１５   Ｈ、２４、１０，２８ 

                              ＶＳ山梨選抜    ３ー２ 

             岡本（ｽﾎﾟﾙﾄ） 

 

佐藤       大出  高塚    川野 

（SC）     （今市）（塩谷）  （ともぞう） 

         

           阿久津    中川 

茂呂       （AS）  （FC）       磯島 

（今市）                        （大内） 

 

        大畑        森 

         （AS）      （SC） 

 

   山梨 

      ヴァンフォーレ甲府中心 

      ４－４－２ 

      中盤台形型 

      フォワード９ナショナルトレセン 

  栃木 

      守備に関するポジショニング・バ

   ランスの徹底（ブロック） 

      中盤をコンパクトにしアプローチ

   をを厳しく 

                                                 ボールへの追い込み方 

１ｓｔ 

  ・高いモチベーションで入ることができた 

  ・栃木のポゼッションのミスで奪われる場面が多くなり攻め込まれることが多くなった 

 １ｓｔ２５分にコーナーkick から相手マークを外してしまい押し込まれ山梨先制 

 ・１ｓｔ２５分山梨 FW の一人が中盤に下り気味のためボランチのところで主導権争い 

 に負けて攻め込まれてきたのでワントップにし中盤の中を３人にし人数合わせをした 

 （茂呂をトップ下・森を右サイド） 

 ・１ｓｔ３０分できるだけハーフウェイ付近でブロック形成し、ラインを下げずに中で 

 のボール争いに負けないで主導権を握りたかったが山梨 DF が背後にボールを入れて 

 きたのでもっと高い位置からのチェイシングに切り替え、ボール Forder に対するア  

ブローチを厳しくいくこと 

Harf time 
  ・前半と同様にラインを下げずに３０分過ぎからの前から積極的にボールを奪いに行く 

 ことを継続するように 

  ・攻撃の活性化をはかるため Menber chenge 右サイド DF 佐藤→釜井（ともぞう） 

  で右サイド DF 川野・左サイド DF 磯島・左サイトМF 中川・トップ下釜井・ボラン 

 チ茂呂右サイド大畑・ワントップもりにシフトチェンジ 

  ・もっと運動量を多くし積極的に前からプレスをかけて点を取りにいくこと 

  ・リスタートの集中力、観て判断してコミュニケーションをとり気持ちをとぎすませ！ 

  ・サイド DF の攻撃参加 

２ｎｄ 

  ・もっと運動量を多くし積極的に前からプレスをかけて点を取りにいくこと 

  ・１０分前線からのプレスで、ボールを取った後の早いカウンターで左サイドより森が 

 ペナルティエリア内でしかけ、同点にした。 

  ・釜井の高い Mobirty により守勢になった相手に積極的な攻撃を仕掛けペナルティエリ 

 ア付近でファウルをもらい、高塚が直接 FK を決めて逆転した。 

  ・山梨３０分過ぎから選手交代により推進力が出てきて左から右へのサイドチェンジの 

 ボールから中にきりこまれ相手の仕掛けに大出が我慢できずにスライディングし PK 

 を取られ同点とされる。（我慢してほしかったが１対１の対応ミス） 

 ・終了間際に DF 川野が攻め上がり PK をもらい茂呂が決めて決着をつけた。栃木の選 

 手一人一人の勝利に対する執念があり成長を感じた。特に川野・釜井などチームを向 

 上させるために諦めず鼓舞し続けられる選手がいたことは今後期待できる。 

ゲームの入りは高いモチベーションで入れてよかったが前半相手にシュートまで持ち込ま

れる場面が多く、あわやというが失点の場面が多くあった。前半途中から後半とペースを

握れて支配率はうわまれたが前半に関して中盤のかけひきに課題が残った。しかし、相手

を上回るコーチングや最後まであきらめないメンタリティーは素晴らしかった。 
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 ２５日（日） ＶＳ神奈川に向けて 
タイムアップのホイッスルが鳴るまであきらめずに闘う 

前半の入り 

・相手の出方をうかがいたいので、守備ブロックをセカンドゾ
ーンにおきブロックを崩さぬよう守備を意識しチームで連携連
動する。攻撃はシンプルにやり切れるように攻撃する。常にプ
レスをかけ続けブロックを崩さぬように前半を終えたい 

・相手がロングボールを入れてきた場合 BeFarst＆セカンドボ
ールが重要 

・取ったボールをすぐに失わないようリスクをかけない奪われ
方がベストで、不用意に DFH や DF で失わないようにする。 

・トランディションを速くする。特に Farst DF がカギ 

 

後半 

  前半はリスクをかけないでシンプルに攻めたが確実な攻撃が
できないのであわてず攻めることと時間を作ることも必要だ
が、相手の状況やスコアにもよるので選手交代・ポジションチ
ェンジなどでゲームを動かしたい場合もある。状況でチェイシ
ングの位置を高くしショートカウンターで攻めたい。 

 

守備のチーム戦術 

 ボール奪取のための追い込み方 

 ・スタートは FW 
 ・DFH でボールがとれるように 

 ・基本的に外に追い込み中盤でサイド Chengi されないように
す る 

 ・下げられたらもう一度 FW から追込み開始 

 ・縦パスを奪う（入ってもターンされないようにし下げられ
たらや  り直し） 

 ・追い込んだら絶対に逃がさない（下げさせる） 

攻撃のチーム戦術 

  ・サイドバックに逃げてアーリークロスや縦の攻撃を使いた
い 

 ・トランディションを速くして手数をかけずシンプルに攻め
たい 
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          関東トレセン交流戦Ｕー１５   Ｈ、２４、１１，２８ 

                              ＶＳ神奈川選抜    ０ー３ 

             岡本（ｽﾎﾟﾙﾄ） 

 

星野      ｷｮｰﾜﾝ  和気     川野 

（ＦC）   （南河２）（ＳＣ）（ともぞう） 

         

            藤原  中川  茂呂 

阿久津    （ＳＣ）（FC）（今市）    森 

（ともぞう）                    （ＳＣ） 

              
           

大畑 

              （AS）       

 

   神奈川 

      Ｊクラブ中心（マリノスММ抜き） 

      ４－４－２ 

      中盤ボックス型 

    栃木 

      ４―３―２―１        

中盤ブロックの形成 

      中盤をコンパクトにしアプローチ

   を速く厳しく 
ボールを奪ったらあわてずポゼッ

ションして主導権を争いをする 

                                                  
１ｓｔ 

  ・高いモチベーションで入ることができた 
・バイタルを開けたくなかったので３ボランチで入った 

  ・ポゼッションのところでサイドバックが高い位置をとれずパスミスで奪われる場面が

多くなり攻め込まれることが多くなった 
・６神:４栃ぐらいであったが攻守にわたって主導権を争い、かつラインを下げずに戦え

ていた。左サイド森の仕掛けからチャンスが生まれ、ほぼプラン通りの入りであった 
・ボールを失う位置が連携ミスによりＤＦで失うケース増え相手にもチャンスが生まれ

たが粘り強い守備で対応していた。 
・１ｓｔ２５分くらいから相手ｾﾝﾀｰＤＦが栃木の３ボランチの前に侵入し栃木３ボラン

チを引き付けてバイタルを取りに来た。１ｓｔ３６分バイタルに侵入され左に振られ折

り返したところを神奈川７にミドルを打たれ先制された。 

 ・すぐに茂呂をトップ下に置き修正した。 

Harf time 
  ・修正したところを確認し、かつ攻撃の活性化をはかるため運動量のある釜井をいれる 
・前半に引き続きラインを下げずにばいたるをしめてたたかう相手右サイドがかなりや

られていたので川野を右にして左に高塚を入れる。 

  ・もっと運動量を多くし積極的に前からプレスをかけて点を取りにいくこと 

  ・サイド DF の攻撃参加 

２ｎｄ 

  ・もっと運動量を多くし積極的に前からプレスをかけて点を取りにいくこと 

  ・選手交代によって積極的な攻撃ができたが攻撃が雑になり（上下に早くなり）カウン

ターで２失点。 

  ・釜井の高い Mobirty により積極性は出たが流れを的確に判断できずにミスでボール 

を失ってしまう。 

 総評 
前半に失点されたのが後半の戦い方に影響が出たゲームであった。神奈川の選手は個々

の能力にたけていてバイタルの取り方がうまかった。最初は栃木の３ボランチに戸惑って

いたようだが徐々にバイタルを取りにサイドを起点としたり、センターＤＦがボランチを

引き出したりしてバイタルを取りにきた。栃木県が勝利するための方法として、高い位置

でボールを奪って手数をかけずに責めるという堅守からカウンターというやり方でやって

きたが、神奈川・埼玉・東京・千葉などとの戦いにおいて主導権争いは避けて通れないフ
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ァクターであると思う。よって個人の技術がある選手がポゼッション能力を高め相手との

主導権争いをしなければ栃木に勝利はない。 

 
１２月１６日（日） 関東トレセン交流戦

順位 決定戦  
 

ＶＳ 茨城 
ラインを下げずにコンパクトにして戦いたいので守備におけ

るボールホルダーに対するアプローチが大切で特に中盤の守備
は自由を奪う激しい守備ハードワークが必要。攻撃に切り替わ
ったら主導権を握るべくポゼッションし慌てず攻撃を仕掛けら
れるかがカギになる。攻撃に行くスピードを追求するあまりミ
スが起きたりアバウトなパスや慌ててしまわないようにした
い。 

守備:パスを回させて守備ブロックを崩さないようにチームと
して連携連動してボールを積極的に奪いに行く 

・相手ポゼッションに対しては起点になるパス（縦パス）は
狙っていく。特にＦＷにつけてくる縦パスはインターセプト
を狙うこと。また、相手はバイタルを取りに来るのでボラン
チは引き出されないこととバランスをとりチャレカバをし
っかりしてバイタルを開けない。 
・下りてくる選手をつかまえる際は受け渡すこと（ＦＷが下
りたらＣＤＦはボラに受け渡す）横ずれも受け渡す（ＣＤＦ
とＳＤＦ） 
・セカンドボールに対する動きだしも予測して動き常に狙っ
ていることと強くいかなければならないところは負けない
こと 
・リスクマネジメントをしっかりし相手がロングボールを入
れてきたときも対応できるようボールフォルダーをチェッ
クする 

 攻撃 
  奪った後ボールをすぐに失わないことがカギになる。攻撃

に切り替わったらコンパクトから幅と深みをもって広げ主
導権を握れるように落ち着いて技術を発揮する。 

・相手のラインを下げさせたいので中盤のМＦが前を向いて
プレーするためのポゼッションを慌てずする。 
・味方の動き、相手のマークを見てボールを動かし、落ち着
いてビルドアップする（スペースを開ける・スペースに入る
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・食いつかせる・相手を引き付ける） 
・ＳＢは常に攻撃の意識を持って攻撃参加する 
・高い位置でボールをとったら迷わず仕掛けること 

勝利のための戦い方均衡したゲームになるがそれをものにする
見方ゴール前がミスがないように・相手のミスを逃さない 

      関東トレセン交流戦 順位決定戦Ｕー１５   Ｈ、２４、１２，１６ 

                              ＶＳ茨城選抜    ２ー４ 

             岡本（ｽﾎﾟﾙﾄ） 

 

磯島      ｷｮｰﾜﾝ  川野    茂呂 

（大内） （南河２）（ともぞう） （今市） 

         

              中川 小矢島 

阿久津      （FC）（ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ）  人見 

（ともぞう）                    （ＡＳ） 

      相良        
        （ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ）  

大畑 

             （AS）       

 

   茨城 

      ｱﾝﾄﾗｰｽﾞ中心 

      ４－４－２ 

      中盤台形型 

    栃木 

      ４―２―３―１        

中盤ブロックの形成 

      中盤をコンパクトにしアプローチ

   を速く厳しく 
ボールを奪ったらあわてずポゼッ

ションして主導権を争いをする 

                                                  
１ｓｔ 

  ・前半の入りから動きに精彩を欠き相手に押し込まれてしまう 
・攻撃に入っても前への推進力がなく大畑に入れるのが精いっぱいで大畑が孤立してし

まい攻撃できない。 

  ・ポゼッションしようとするが、全体的に積極性がなく下げてしまったり、逃げるパス

が多く、ビルドアップができない。 
・前半の終了間際、相手のスピードある選手についていけず、ペナルティエリア中です

べってしまいＰＫ献上 
・特にボランチの２人の積極的なかかわりが少なく前へ進まない状況。中盤でコンパク

トにしたのでボールを奪った後は、ある程度スピーディーに前に進む攻撃が必要であっ

た。奪われないようにという指示がポゼッションする上で消極的に働いてしまった。相

手７がスピードがありキープ力にも優れていて、なかなかボールが奪えない。。 
・１ｓｔ３５分７のスピードある突破から磯島が振り切られ、センターＤＦキョーワン

がすべってしまいＰＫを与えてしまい先制される。 

Harf time 
  ・ボランチとサイドが消極的になっているので積極的に関わるよう指示し修正した。 
・前半に引き続きラインを下げずにバイタルをしめてたたかう相手中盤７にかなりやら

れていたので中盤で厳しさをもって対応するように。 

  ・もっと運動量を多くし積極的に前からプレスをかけて点を取りにいくこと 

  ・両サイドのМＦ・DF ともに高い位置を取るように 
・茂呂をボランチにして積極的に攻撃に 

２ｎｄ 

  ・コーナーキックから２失点。２失点ともコーナーキックにおける守備においてＧＫの

ミスが出てしまった。 

  ・選手交代によってある程度の修正は図れたが前半の１失点が響いた。 

総評 
サッカーの試合の得点の多くはミスによるものがほとんどである。１点目はｾﾝﾀｰＤＦが

ペナの中で不用意にスライディングで足を出してしまってＰＫを与えてしまった。粘り強
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くついていって対応してほしい。他の失点はＧＫミスがであった。どの関東のチームもそ

うだがｾﾝﾀｰＤＦは対応が優れている。茨城も個で打開できる選手がいた。 

 
 
 


